
                                                      

 

 

 

 

                                                     

 

 

 

 先週は、「チャレンジ the 学校目標」で、2 年生はほとんどの人が校長先生の前で学校教育目

標を言うことができました。学校教育目標の１番目は「自ら考え、判断、表現し、主体的に学

ぶ生徒」です。そこで、「主体的な授業を作るために、今の自分を振り返ろう」というアンケー

トをとりました。その結果を分析し、学年で決めた重点が下のものです。単純に、「挙手発言を

増やそう」というものにまとまらなかったところに、深く考えてくれたことを感じます。 

 ５０分という同じ授業時間を、同じ教科担任から習ったとしても、自分がどのように授業に

臨むかで、伸びる力は全く違ってきます。ぼんやりと過ぎても５０分、何を勉強したらいいの

かを自分でしっかりと意識して「自分の力にするぞ」と臨んでも５０分。重点を意識して、さ

あ、主体的な授業を作っていきましょう。 

≪分析≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪重点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今週の月曜日は、関西大学の中尾先生が飯豊中生の授業や部活動の様子を参観してください

ました。その後２年生の様子についてお話を伺ったのですが、とにかく多かったのが「あの子

はスマホの時間が長いですね。」「あの子はゲームを長時間やっていますね。」というご指摘でし

た。それが、預言者ですかというくらい当たっていました。スマホやゲームを長時間やってい

ると、脳の覚醒が下がり、注意力が散漫になったりぼうっとしたりして、聞き落としも多くな

るそうです。自分ではそう思っていなくても、集中できていないのでしょう。要注意だと改め

て感じました。「自律」です。しっかりしましょう。 

 

 

 

 

◼ 期 日  ５月２８日（日） 

◼ 集 合  ７：５０（２年生：駐輪場） 

※ 手ノ子地区のスクールバス通学は、通学バス停から乗車。 

※ 中津川方面はスクールバスで現地集合。 

◼ 解 散  湖岸公園出発  １２：１５ 

※ 手ノ子方面は途中下車 

      学校到着    １２：45 

◼ 服 装  運動着（走るときは半袖、ハーフパンツ） 

◼ 持ち物  タオル、水筒、着替え、白帽、ウインドブレーカー 

◼ その他  ゼッケンは現地で配付します。 

貴重品を持ってきてはいけません。 

白帽は持ち帰るか、下駄箱に入れておきましょう。校舎には入

れません。 

 

 

 

 

 

 今週は、学校後援会総会が行われました。飯豊町は、全戸から後援会費を集金してくださっ

ているそうです。皆さんが部活動で使う物品、大会の参加費や遠征費、ユニフォームなどは、

その後援会費から賄われています。家族に中学生のいない家庭や一人暮らしの世帯からもご協

力をいただいていると考えると、飯豊町が町をあげて中学生を応援してくれていることを改め

て感じます。感謝を表現していきましょう。部活動での頑張りはもちろん、登下校や普段の家

庭生活でも、もっと応援したくなる中学生の姿を発信していきましょう。 

飯豊中学校第２学年通信 ＮＯ．７ 

 Ｒ５．５．２６（金） 

文責 : 八木 千佳 

◎ わからないことがあったら、自分から理解しようと行動する。 

◎ テスト前には、周りの人と問題を出し合う。 

◎ 挙手発言をしやすい雰囲気を作る。 

⚫ 「わからないことを調べたり質問したり教え合ったりしている」という項目に Bと回

答した人が多かった。主体的に学ぶ授業にするためにも、授業の内容を理解すること

が大切だ。 

⚫ 「小テストなどには勉強して臨んでいる」の項目の回答で、A と D が多く、取り組

みに差が開いていることがわかった。テスト前に周りの人と取り組むことで、差をな

くせると思う。 

⚫ 「挙手やうなずきなど、自分の考えを表現している。」の項目で、Cと Dの回答が他

の項目よりも多かった。発言するには、挙手の方法や雰囲気作りも大切だ。 

登下校の様子 さわやかな挨拶 

明るい笑顔 



 

 

 

 

 


